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表紙のひとの紹介
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　上里町七本木在住の戸塚さんは現在３１歳。一昨年の４月に専業
農家となりました。前職は児玉郡市広域消防本部の消防士で、本職
の傍らおじい様の農業を手伝う兼業農家でした。おじい様から農業
をやめるとの話を聞いた際に、子どもの頃から親しんできた農業を
守りたいとの思いから本格的に就農を決意されたそうです。
　現在はおじい様から受け継いだノウハウでブロッコリーやトウモ
ロコシを２haずつと白菜などを栽培する傍ら、昨年から先輩の農
家さんから学んだイチゴの栽培にも本格的に取り組んでいます。
　大学まで陸上競技をしていたアスリートで、「日本学生陸上競技
対抗選手権」の男子三段跳びで優勝した経歴をお持ちの戸塚さん。
「努力することでは誰にも負けない」との言葉の通り、陸上競技に
消防士、そして現在は農業と自らの目標に向かって常に全力で取り
組んでいます。
　「１年を通して
いろんな農作物を
丹精込めて作って
います。たくさん
の人に食べてもら
いたいし、おじい
さんが大切にして
きたものを伝えて
いきたいです」と
お話ししてくださ
りました。

ひびきの２月号　2025　 No.226

目次 ＣＯＮＴＥＮＴＳ

★ＪＡ埼玉ひびきのSDGｓ取組決議
　ＪＡ埼玉ひびきのは、令和３年３月の理事会で「持続
可能な食料の生産と地域農業の振興、農を中心とした豊
かな地域づくり」に向けて独自のSDGｓ取組決議を行
いました。
　今後もＪＡグループ組織を通じて積極的な働きかけを
行ってまいります。
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「笑味（えみ）ちゃん」
ＪＡグループでは、国産農畜産物の使用・購入
を推進する「みんなのよい食プロジェクト」に
取り組んでいます。

戸塚さんご家族
左から優

ゆう
太
た

さん、琥
こ

空
あ

人
と

くん、
　　　菜

な
都
つ

未
み

さん、恋
れ

杏
あ

ちゃん、海
み

那
な

斗
と

くん

戸
と

塚
づ か

　優
ゆ う

太
た

さん
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♦ひびきの結うYouツアー １泊２日湯河原の旅♦

　１月14日から16日にかけて組合員・利用者の皆様を対象としたツアーが開催されました。
　「ひびきの結うYouツアー」と題された今回のツアーのタイトルはＪＡ職員の公募から選ばれたもので、
ＪＡと組合員（You）を結び（結う）絆を深めることをコンセプトとしています。組合員の皆様から好評だっ
た「謝恩の集い」や優待旅行などを一本化したもので、正組合員の方から地域の利用者まで幅広く参加して
いただけるツアーが企画されました。参加者は14日と15日に地区ごとのグループに分かれて出発し、黒た
まごで有名な大涌谷、箱根関所旅物語館、パワースポットとして知られる箱根神社を巡り、夜はニューウェ
ルシティ湯河原での歓迎会で喜寿・米寿の祝いや抽選会などのイベントが催されました。
　２日目には漁港の駅「TOTOCO小田原」や小田原城、小田原フラワーガーデンを観光するなどして
１泊２日の旅行を楽しみました。

大涌谷を訪れた一行

 歓迎会で挨拶をする五十嵐組合長

とても楽しい旅行でした

名城小田原城

 豪華景品があたる抽選会も催されました



憩いの
　   広場
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髙橋百里子さん（写真㊧）と正弘さん（写真㊨）
今でもご一緒にゴルフをする

仲良しご夫婦です

　本庄市児玉町蛭川にお住ま
いの髙橋百里子さんのご趣味
はゴルフです。ご主人が嗜ん
でいたものを百里子さんの定
年退職を機に一緒にやるよう
になりました。以来、九州や
四国など各地のゴルフ場をご
夫婦で回るほか、ＪＡが主催
するものを含む近隣のゴルフ大会などに、現在でも月１回のペー
スで参加しています。練習はほとんどしないとのことですが、地
元の大会で優勝したこともある腕前で、特にボールを遠くへ飛ば
すのが気持ち良くて大好きとのこと。また、共通の楽しみを持っ
ていることが、ご夫婦の仲良しの秘訣だそうです。
　「ゴルフをしているおかげで健康でいられるし、たくさんの友
達も出来ました。これからも夫婦一緒に、仲良く元気にゴルフを
続けていきたいです」とお話ししてくださりました。

　１月13日、ＪＡアグリパー
ク上里直売所にてマグロの解体
ショーが開催されました。
　ＪＡ共済連埼玉県本部の地域・農業活性化積立金を活用
した地域貢献活動の１つで、食農教育の一環として、地域
住民に「食と農」への理解を深めてもらうことを目的とし
ます。

　当日は、大きなマグロが職
人の手によって捌かれていく
様子を大人も子どもも興味
津々で見学していました。
　捌いたマグロのお刺身は先
着400名限定で来場に振舞わ
れた他、中落ちやカマなどの
希少部位を景品としたジャン
ケン大会も催され、イベント
は大盛況となりました。

髙
た か

橋
は し

百
ゆ

里
り

子
こ

さん（84）

　「憩いの広場」では管内の
組合員さんがお持ちの趣味に
ついてご紹介します。�

アグリパーク上里

お刺身もおいしくいただきました 希少部位を賭けたジャンケン大会

 迫力の解体ショー

新春マグロ解体ショー開催
埼玉ひびきの初！！

百里子さんが優勝した際のトロフィー
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１
月
16
日
、
Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
埼
玉
県
信
連
が
埼
玉
県
立
児

玉
高
等
学
校
で
「
高
校
生
の
た
め
の
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
講
座
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
社
会
人
と
な
る
高
校
生
に
社
会
で
活
用
で
き
る
金
融

リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
取
り
組

み
で
Ｊ
Ａ
貯
金
為
替
課
が
埼
玉
県
信
連
と
協
力
し
て
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
今
回
の
講
座
は
同
校
普
通
科
の
３
年
生
37
人
を
対
象
に
、
埼
玉

県
信
連
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
統
括
部
の
羽
田
杏
里
彩
職
員
と
Ｊ
Ａ
貯
金
為

替
課
の
鈴
木
淳
一
次
長
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　
２
人
は
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
の
必
要
性
、
社
会
保
険
制
度
の
仕
組

み
、
資
産
形
成
な
ど
に
つ
い
て
講
義
を
し
、
鈴
木
次
長
は
「
家
を

建
て
た
い
。
車
を
買
い
た
い
な
ど
、
将
来
に
つ
い
て
具
体
的
な
目

標
を
も
っ
て
資
産
形
成
に
取
り
組
む
こ
と
」
の
大
切
さ
な
ど
を
説

明
し
ま
し
た
。

　
講
義
後
に
は
講
師
に
対
し
て
熱
心
に
質
問
す
る
生
徒
の
姿
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

　
講
座
に
出
席
し
た
Ｊ
Ａ
の
岩
田
義
雪
専
務
は
「
今
回
の
講
座
を

今
後
の
社
会
活
動
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

お
正
月
の
し
め
縄
作
り
教
室

　
　
　
　
　
　
　
を
開
催
（
児
玉
地
区
）

　
12
月
24
日
と
25
日
の
２
日
間
に

か
け
て
、
Ｊ
Ａ
児
玉
支
店
の
会
議

室
で
お
正
月
飾
り
の
し
め
縄
作
り

教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
地

区
の
ふ
れ
あ
い
委
員
で
も
あ
る
田

島
正
澄
さ
ん
を
講
師
と
し
て
毎
年

開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
同
地
区

ふ
れ
あ
い
委
員
と
女
性
部
員
、
連

合
女
性
部
員
、
Ｊ
Ａ
職
員
ら
を
対

象
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
縄
を
編
み
込
む
難
し
い
作
業
に

苦
戦
す
る
参
加
者
も
い
ま
し
た
が
、

田
島
講
師
や
常
連
の
参
加
者
ら
に

教
わ
り
な
が
ら
全
員
が
立
派
な
し

め
縄
を
作
り
あ
げ
ま
し
た
。

　
児
玉
地
区
ふ
れ
あ
い
委
員
会
の

荻
野
浩
会
長
は
「
今
日
作
っ
た
し

め
縄
を
家
に
飾
っ
て
、
皆
さ
ん
良

い
年
を
迎
え
て
く
だ
さ
い
」
と
お

話
し
し
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。

しめ縄作り教室の様子（写真㊨田島正澄講師）

連合女性部（12月24日）児玉地区女性部とふれあい委員会（12月25日）

全
国
Ｊ
Ａ
共
済
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
で
表
彰

講座の様子 挨拶をする岩田専務

　
第
68
回
全
国
Ｊ
Ａ
共
済
小
・
中
学
生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い

て
Ｊ
Ａ
埼
玉
ひ
び
き
の
組
合
長
賞
と
半
紙
の
部
銀
賞
の
２
賞
を
受

賞
し
た
本
庄
市
立
中
央
小
学
校
１
年
生
の
赤
塚
心
春
さ
ん
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　
赤
塚
さ
ん
は
12
月
17
日
に
Ｊ
Ａ
の
岩
田
義
雪
専
務
か
ら
賞
状
と

記
念
品
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
央
小
学
校
の
黒
崎
暢
徳
校
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
も

ら
い
た
い
。
来
年
、
再
来
年
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
続
け
て
ほ
し
い

で
す
」
と
お
話
し
し
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。

「
高
校
生
の
た
め
の
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
講
座
」
を
開
催

受賞した赤塚心春さん（写真中央）
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１
月
17
日
、
Ｊ
Ａ
本
庄
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
で
「
あ
ま
り
ん
」
い
ち
ご
の
目
揃
え
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
産
直
セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
市
場
出
荷
さ
れ
て
い
た「
あ

ま
り
ん
」
が
今
年
度
か
ら
Ｊ
Ａ
出
荷
さ
れ
る
こ
と

に
伴
っ
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、本
庄
地
区
の「
あ

ま
り
ん
」
生
産
者
３
名
と
全
農
さ
い
た
ま
、
市
場

関
係
者
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
目
揃
え
会
で
は
等
級
ご
と
に
ど
の
よ
う
な
形
状

の
い
ち
ご
を
ど
う
い
う
形
で
パ
ッ
ク
に
詰
め
る
べ

き
か
な
ど
生
産
者
と
関
係
者
ら
が
規
格
の
細
部
に

わ
た
っ
て
熱
心
に
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
本
庄
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
の
平
田
智
宏
所
長
は

「
し
っ
か
り
と
規
格
を
確
認
し
て
、
有
利
販
売
に

繋
げ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
お
話
し
し
ま
し
た
。

新
春
も
ち
つ
き
大
会
を
開
催
（
こ
だ
ま
館
）

　
12
月
13
日
、
本
庄
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
に
て
本
庄
地
区
野
菜
一
元
出
荷
協
議
会
葱
部

会
が
出
荷
の
最
盛
期
を
迎
え
る
秋
冬
葱
の
目
揃
え

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
庄
産
の
葱
は
根
深
葱
と
呼
ば
れ
る
品
種
で

「
本
庄
美
人
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
で
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
名
の
通
り
土
寄
せ
し
て
伸
長
さ
せ

た
き
れ
い
な
真
っ
白
の
葉
鞘
部
が
特
徴
で
す
。

　
目
揃
え
会
に
は
葱
部
会
の
生
産
者
の
他
全
農
や

市
場
関
係
者
が
参
加
し
葉
鞘
部
の
白
身
の
長
さ
や

葱
の
形
な
ど
の
出
荷
規
格
に
つ
い
て
認
識
を
共
有

す
る
た
め
に
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

出
荷
最
盛
期
に
向
け
て
秋
冬
葱
目
揃
え
会

規格について話し合う参加者たち

目揃え会の様子

Ｊ
Ａ
出
荷
に
向
け
て

　
　
　
「
あ
ま
り
ん
」
目
揃
え
会
を
開
催

　
１
月
18
日
、
Ｊ
Ａ
こ
だ
ま
館
直
売
所
で
も
ち
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
同
直
売
所
の
生
産
者
部
会
が
企
画
し
た
も
の
で
、
お
客
様
に
臼
と
杵
を

使
っ
た
伝
統
的
な
も
ち
つ
き
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
生
産
者
や
五
十
嵐
組
合
長
が
も
ち
つ
き
を
実
演
し
、
元
気
の
良
い
掛
け
声
が
飛
び
交
い
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
途

中
か
ら
子
ど
も
達
も
も
ち
つ
き

に
加
わ
り
、
大
人
も
子
ど
も
も

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　
つ
き
た
て
の
お
も
ち
は
来
場

者
に
振
舞
わ
れ
、
新
年
に
ふ
さ

わ
し
い
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
も
ち

つ
き
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
12
月
22
日
、
上
里
地
区
で
田
ん
ぼ
オ
ー
ナ
ー
を
対
象
に
し
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
と
ジ
ャ
ガ
イ

モ
の
収
穫
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
田
ん
ぼ
オ
ー
ナ
ー
と
そ
の
家
族
を
含
む
64
人
が
参
加
。
Ｊ
Ａ
上
里
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
の
職
員
が
こ
の
日
の
為
に
栽
培
し
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
各
３
ａ
の
圃
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
た
ち
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
根
元
か
ら
引
き
抜
い
た
り
、
ス
コ
ッ
プ
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ

を
掘
り
起
こ
す
な
ど
し
て
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
「
普
段
は
出
来
な

い
貴
重
な
体
験
だ
か

ら
、
来
年
も
ぜ
ひ
参

加
し
た
い
で
す
」
と

参
加
者
は
お
話
し
し

て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
オ
ー
ナ
ー
が
野
菜
の
収
穫
体
験（
上
里
地
区
）

野菜がいっぱい穫れました

もちつき大会の様子（写真㊧五十嵐組合長）

つきたてのおもちは大好評でした！
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　12月11日、ＪＡ本店の調理室にて神川地区女
性部（茂木八千代部長）がキムチ作り教室を開催。参加し
た部員たちでキムチの素を作りました。
　また、１月７日から
15日にかけては毎年恒
例の味噌づくり教室を開
催。地元で穫れた大豆と
米を使用した完全無添加
の手作り味噌を作りまし
た。３日間かけて仕込ま
れた味噌は香りの良さと
味わい深さが好評で、秋
頃から食べることが出来
ます。
　毎年参加している部員
の皆さんは「おいしくて
安全な自慢の味噌です」
と胸を張りました。

　１月16日、本庄地区女性部
（金井清子部長）の部員ら24名が
小田原への日帰り研修旅行を開催
しました。
　今回の旅行では「小田原フラワーガー
デン」や「かまぼこの里」を観光した他、
「漁港の駅TOTOCO小田原」で昼食を取
り小田原の海の幸を堪能しました。

　12月に各地区の女性部がお正月に飾るお花のコンテナを作るガーデニング教室を開催しました。
　12月９日に美里地区で、同月16日に神川地区、26日に本庄地区と児玉地区、27日に上里地区でそれぞれ
開催されました。
　「㈲スリーフラワー」代表の
冨田典子さんを講師として行わ
れた今回の教室で参加者たちは
ローズマリーやビオラ、パン
ジーなど様々な花をコンテナに
飾り付けお正月を迎えるにふさ
わしい色鮮やかなコンテナガー
デンを作りました。

きれいなコンテナガーデンが出来ました 上里地区女性部（12月27日）

神川地区女性部（12月16日）

児玉地区女性部（12月26日）

美里地区女性部（12月９日）

お正月に向けてガーデニング教室を開催

神川地区女性部
キムチ作り・味噌づくり教室を開催

本庄地区女性部
小田原日帰り研修旅行

 キムチ作り教室の様子

 味噌づくりに取り組む参加者たち旅行を楽しんだ参加者たち
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　12月11日、上里地区女性部（橋爪たか
子部長）が上里営農経済センターで手芸教
室を開催。今回は白い磁器にデザインを入
れるポーセラーツ教室を実施しました。磁
器に絵柄の入ったシールを貼って焼くとい
う方法で参加者たちはきれいなデザインの入ったお
皿を完成させました。

　12月19日と１月23日にＪＡ本店調理室にて
「家の光クラブ」（第３回と第４回）を開催しまし
た。参加者たちは家の光12月号と１月号、家の光図書か
らピックアップしたレシピに取り組みました。第３回では
お正月のおせちにひと工夫加えた「おつまみおせち」をテー
マに「たたきゴボウの竜田揚げ」、「五目煮なます」、「クル
ミとちりめんじゃこの
田作り風」と家の光図
書から抜粋した「さば
缶のごまみそ汁」を作
りました。
　また、第４回では
「牛肉とゴボウの柳川
風」、「じゃがいもの
ガレット」、「具だくさ
んのダイコンおろし」、
「サバの船場汁」を作
りました。
　参加者たちはメ
ニューを確認しなが
ら、楽しく料理に取り
組んでいました。

　ＪＡ神川地区女性部（茂木八千代
部長）が繭玉飾りを製作し、ＪＡの
事業所へ飾り付けました。繭玉飾り
は主に養蚕が盛んな地域で豊作を祈願する飾
り物として昔から親しまれています。
　飾りの製作は１月12日に本店調理室にて実
施され、繭玉に見立てた色とりどりのお団子
が木の枝に飾り付けられました。
　部員の皆様が作った繭玉の飾りはＪＡ本店、
南部営農経済センター、神川支店などの各施
設で展示されました。

きれいな繭玉飾りが出来上がりましたおいしそうなご飯が出来ました（第４回より）

 ポーセラーツに取り組む参加者

料理に取り組む参加者

繭玉飾りを製作（神川地区女性部）「家の光クラブ」活動報告

　１日目　３月17日㈪
　　　　　午後１時30分～午後４時頃まで
　２日目　３月18日㈫
　　　　　午前10時～午後４時頃まで
　３日目　３月19日㈬
　　　　　午前９時～正午頃まで

日　時

ＪＡ埼玉ひびきの　本店１Ｆ「調理室」場　所

先着10名募集人数

⃝エプロン　⃝三角巾
⃝マスク　　⃝手拭き用タオル
⃝味噌樽（つけもの容器15型）
　＊３日目までにご用意ください

持ち物

3,500円（税込）
＊�１日目に現金でお支払い
ください

参加費

お問合せ
埼玉ひびきの農業協同組合　
　　営農販売課：清水
� ☎0495-24-7721

３月17・18・19日の３日間

ポーセラーツ教室を開催（上里地区）

きれいなお皿が出来ました

ちゃれんじ教室《味噌づくり》募集



【問い合わせ】埼玉県本庄農林振興センター農業支援部　 TEL 0495−22−31169

果樹類の接ぎ木について

　

冬
期
の
休
眠
期
間
が
過
ぎ
、
樹
液

が
動
き
始
め
る
３
月
下
旬
〜
４
月
は

休
眠
枝
を
穂
木
に
使
う
接
ぎ
木
に
適

し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。

　

接
ぎ
木
は
難
し
い
技
術
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン

ト
は
単
純
な
の
で
、
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

接
ぎ
木
と
は
、
土
台
と
な
る
植
物

（
台
木
）
に
、
違
う
種
類
の
植
物
（
穂

木
）
を
つ
な
げ
る
技
術
で
す
。
具
体

的
に
は
、
植
物
の
枝
や
芽
な
ど
を
切

り
取
り
、
ほ
か
の
植
物
の
枝
や
幹
の

切
断
面
に
ぴ
っ
た
り
と
密
着
さ
せ
、

一
つ
の
植
物
体
に
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。

　

接
ぎ
木
の
目
的
と
し
て
は
、
同
じ

品
種
特
性
を
持
つ
苗
木
を
大
量
に
育

成
し
た
り
、
樹
勢
の
強
弱
を
調
整
し

た
り
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
病
害
虫
の
被
害
を
回
避

す
る
た
め
、
抵
抗
性
台
木
に
接
ぎ
木

を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
家
庭
果
樹
で
は
、
接
ぎ
木

し
た
穂
木
の
品
種
を
早
く
結
実
さ
せ

る
こ
と
や
、
１
本
の
樹
で
複
数
の
品

種
の
果
実
を
成
ら
せ
る
こ
と
も
大
き

な
楽
し
み
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
授

粉
に
適
し
た
品
種
を
接
ぐ
こ
と
で
結

実
率
を
上
げ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

植
物
の
枝
の
断
面
を
見
る
と
、
皮

部
の
少
し
内
側
に
細
胞
分
裂
が
盛
ん

な
形
成
層
と
い
う
層
が
あ
り
ま
す

（
図
１
）。

　

接
ぎ
木
を
す
る
場
合
、
台
木
と
穂

木
の
切
断
面
を
合
わ
せ
る
の
で
す
が
、

こ
の
形
成
層
を
ぴ
っ
た
り
と
合
わ
せ

る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
切
断
に

よ
り
形
成
層
が
傷
つ
く
と
、
傷
を
治

す
た
め
に
細
胞
分
裂
を
繰
り
返
し
カ

ル
ス
と
い
う
組
織
が
形
成
さ
れ
ま
す
。

穂
木
と
台
木
の
カ
ル
ス
同
士
が
癒
合

し
て
接
着
す
る
こ
と
で
、
接
ぎ
木
が

成
功
し
ま
す
。
で
す
の
で
、
台
木
と

穂
木
の
形
成
層
同
士
を
合
わ
せ
る
こ

と
が
接
ぎ
木
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
わ

け
で
す
。

　

接
ぎ
木
に
は
、「
切
り
接
ぎ
」「
腹

接
ぎ
」「
芽
接
ぎ
」
な
ど
た
く
さ
ん

の
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は

「
切
り
接
ぎ
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

・
時
期

　

樹
が
休
眠
を
終
え
た
３
月
下
旬
～

４
月
に
か
け
て
が
適
期
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

・
準
備
す
る
も
の

①
穂
木

　

穂
木
と
し
て
、
前
年
に
伸
長
し
た

１
年
生
の
枝
を
１
～
２
月
ご
ろ
に
採

③
穂
木
の
差
し
込
み
（
図
４
）

　

穂
木
を
台
木
の
切
り
込
み
に
差
し

込
み
、
台
木
と
穂
木
の
形
成
層
を
合

わ
せ
ま
す
。
穂
木
と
台
木
の
接
着
面

の
幅
が
合
わ
な
い
と
き
は
、
一
方
の

形
成
層
を
合
わ
せ
ま
す
。
接
木
用

テ
ー
プ
を
下
か
ら
上
に
雨
水
が
入
ら

な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
巻
き
上
げ
ま

す
。
穂
木
の
切
り
口
や
隙
間
に
は
乾

燥
防
止
の
た
め
に
癒
合
剤
を
塗
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。

取
し
ま
す
。
発
芽
と
乾
燥
を
防
ぐ
た

め
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
密
閉
し
、
冷
蔵

庫
で
保
管
し
ま
す
。

②
小
刀

　
切
断
面
を
滑
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

よ
く
研
い
で
お
き
ま
す
。

③
接
ぎ
木
用
テ
ー
プ

　

穂
木
と
台
木
を
し
っ
か
り
密
着
さ

せ
る
た
め
の
テ
ー
プ
で
す
。

・
や
り
方

①
穂
木
の
調
整
（
図
２
）

　

穂
木
の
基
部
側
を
45
度
に
切
り
落

と
し
ま
す
。
反
対
側
を
平
ら
に
薄
く

３
㎝
程
度
薄
く
そ
ぎ
ま
す
。
１
～
２

芽
を
残
す
よ
う
に
穂
木
の
長
さ
を
調

整
し
ま
す
。
残
す
芽
は
花
芽
よ
り
も

葉
芽
の
ほ
う
が
良
い
で
す
。
ま
た
、 

穂

木
の
上
下
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

②
台
木
の
調
整
（
図
３
）

　

台
木
は
１
～
３
年
目
程
度
の
若
い

枝
が
適
し
て
い
ま
す
。
枝
の
基
部
付

近
で
切
り
戻
し
、
穂
木
を
差
し
込
む

た
め
、
小
刀
で
３
㎝
程
度
の
切
れ
込

み
を
入
れ
ま
す
。

【
注
意
点
】

　

接
ぎ
木
は
鋭
利
な
刃
物
を
使

用
す
る
作
業
で
す
。
ケ
ガ
に
は

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

登
録
品
種
の
自
家
増
殖
に
は

育
成
者
権
者
の
許
諾
が
必
要

で
す
。

接
ぎ
木
と
は

接
ぎ
木
の
目
的

接
ぎ
木
の
原
理

接
ぎ
木
の
実
践

図１  枝の断面

図２  穂木の調整図３
  台木の調整

図４  穂木の差し込み
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10年前の単独相続　登記は不要？
過料回避へ令和９年３月３１日までに申請

同居したことないのに婚費を払うの？
入籍していれば払うのが原則

　私は母から自宅の土地建物を相続して妻子と共に居住しています。母は
平成26年１月に死亡しましたが、私以外に母の相続人はおらず、登記は母

の名義のままになっています。本年４月１日から相続登記の申請が義務化されたと聞き
ましたが、義務化の前の相続であり、相続人も私だけなので、放っておいて良いですか。

　

本
年
４
月
１
日
施
行
の
不
動
産
登

記
法
の
改
正
で
、
相
続
（
遺
言
を
含

む
。）
に
よ
り
不
動
産
の
所
有
権
を
取

得
し
た
者
は
、
自
己
の
た
め
に
相
続

が
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
か
つ
、
そ
の
不
動
産
の

所
有
権
を
取
得
し
た
こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年

以
内
に
相
続
登
記
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
（
同
法
76
条
の
２
第
１
項
）、
正
当
な
理
由

が
な
い
の
に
そ
の
申
請
を
怠
っ
た
と
き
は
10
万
円

以
下
の
過
料
の
適
用
対
象
と
な
り
ま
し
た
（
同
法

１
６
４
条
１
項
）。

　

こ
の
改
正
は
、
所
有
者
不
明
土
地
が
増
加

し
、
取
引
や
利
活
用
が
阻
害
さ
れ
た
り
、
土
地
が

管
理
さ
れ
ず
放
置
さ
れ
て
隣
地
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
た
り
す
る
な
ど
の
弊
害
が
生
じ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
発
生
原
因
の
約
３
分
の
２
を
占
め
る
相

続
登
記
の
未
了
の
解
消
を
目
的
に
さ
れ
た
も
の
で

す
。
そ
し
て
、
改
正
法
の
附
則
で
、
上
記
施
行
日

よ
り
前
に
開
始
し
た
相
続
に
よ
っ
て
不
動
産
を
取

得
し
た
場
合
も
、
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で
（
た

だ
し
、
不
動
産
取
得
を
知
っ
た
日
が
令
和
６
年
４

月
以
降
の
場
合
は
そ
の
日
か
ら
３
年
以
内
）
の
相

続
登
記
申
請
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

あ
な
た
は
、
母
上
が
死
亡
さ
れ
た
平
成
26
年
１

月
に
は
相
続
の
開
始
と
自
宅
不
動
産
の
取
得
を

知
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
令
和
９
年
３
月
31

日
ま
で
に
相
続
登
記
の
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
他
に
相
続
人
が
い
な
か
っ
た
と
い
う
だ
け

で
は
過
料
の
適
用
対
象
外
と
さ
れ
る
「
正
当
な
理

由
」
に
当
た
る
と
は
い
い
に
く
い
で
し
ょ
う
。

　

法
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
特
設
サ
イ
ト

「
不
動
産
を
相
続
し
た
ら
か
な
ら
ず
相
続
登
記
！
」

に
つ
い
て
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

Ｑ1

　私Ａは、妻Ｂと知り合って８か月後に婚姻届を出し、仕事関係者に結婚の
報告をして祝福されました。その後も別居でしたが、披露宴や同居生活に向

けた準備を進め、週末婚や新婚旅行と称して週末を共に過ごしてきました。しかしＢは、
「あなたの支配欲に付いていけない。人生観や価値観が合わない。でも生活費を渡す義務
はあるよ。毎月送金してね。よろしく」などと言って、Ｂの実家で自営業を営んでいます。
私はＢに生活費を払わなければならないですか。

　

民
法
は
、
婚
姻
の
効
力
と

し
て
、
夫
婦
は
互
い
に
同
居

し
て
協
力
し
扶
助
す
る
義
務

（
７
５
２
条
）
と
、
婚
姻
費
用

を
分
担
す
る
義
務
（
７
６
０

条
）
を
負
い
ま
す
。
確
か
に
、
法
律
に
決
め

ら
れ
た
「
互
い
に
同
居
し
て
協
力
し
扶
助
す

る
義
務
」
を
果
た
さ
な
い
配
偶
者
に
対
し
て

ま
で
生
活
費
（
婚
姻
費
用
）
を
払
う
の
は

納
得
で
き
な
い
、
と
い
う
気
持
ち
は
分
か
り

ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
義
務
は
、
夫
婦
の
他
方
に

自
己
と
同
程
度
の
生
活
を
保
障
す
る
、
と
い

う
生
活
保
持
義
務
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
婚

姻
と
い
う
法
律
関
係
か
ら
生
じ
る
も
の
で
す
。

夫
婦
の
同
居
や
協
力
関
係
の
存
在
と
い
う

事
実
状
態
か
ら
生
じ
る
義
務
で
は
あ
り
ま
せ

ん
（
東
京
高
等
裁
判
所
令
和
4
年
10
月
13
日

決
定
）。

　

従
っ
て
、
仮
に
、
婚
姻
関
係
が
破
綻
し

（
修
復
で
き
な
い
ほ
ど
壊
れ
）、
別
居
に
至
っ

て
も
、
そ
れ
だ
け
で
法
律
上
の
扶
助
義
務
は

消
滅
し
ま
せ
ん
。
と
は
い
え
、
婚
姻
関
係
の

破
綻
に
つ
い
て
、
主
た
る
責
任
の
あ
る
側
か

ら
の
婚
費
分
担
の
請
求
は
、
信
義
則
違
反

（
民
法
1
条
2
項
）
と
し
て
減
額
や
否
定
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｂ
は
、「
あ
な
た
の
支
配
欲
に
付
い
て
い

け
な
い
。
人
生
観
や
価
値
観
が
合
わ
な
い
」

等
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
あ
な
た
の
話
だ
け

で
は
、
破
綻
の
責
任
が
主
に
Ｂ
に
あ
る
と
は

言
い
難
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
う
だ
と
す
る
と
、
あ
な
た
は
婚
費
を
払

う
義
務
を
免
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

Ｑ2

　Ａ2

Ａ1



11



12

埼玉ひびきの農業協同組合　登録金融機関　関東財務局長（登金）第591号
https://www.ja-hibikino.jp/

本庄北支店
本庄南支店

TEL.0495-24-1525
TEL.0495-24-1535

上 里 支 店
美 里 支 店

TEL.0495-33-0549
TEL.0495-76-3131

児 玉 支 店
神 川 支 店

TEL.0495-72-1244
TEL.0495-77-2401

投資信託契約＋定期貯金契約

よりぞう
ハンドタオル

先着
よりぞうグッズ

プレゼント

投資信託100万円ごとに

1，000円分(源泉分離課税控除後）の

　 　　　　 農産物引換券
　 プレゼント！！

月額合計 

15,000円以上

上記ご契約と同時に定期貯金新規ご契約でさらにおトク！

100万円
以上から

年100万円
以上から

年

※画像は
　イメージです。

ご利用いただける直売所　　　　　　　　　　　　●あおぞら館●アグリパーク上里
●美里万葉の里●こだま館●かみかわ館

2.0％ 税引き後
年1.594％(　   )

(　   )税引き後
年0.239％

W
キャンペーン

ダ　　ブ　　ル

キャンペーン
期　間 2/３月▶3/31月

令和７年 令和７年

投資信託
つみたてコース

投資信託
スポットコース

※３カ月自動継続（自動継続後は店頭表示金利となります）　※投資信託購入金額の範囲内とします

詳しくはお近くの支店へお問い合わせください。
0.3％

定期貯金・資産運用

ニューマネースーパー定期貯金
※１年自動継続（自動継

続後は店頭表示金利と
なります）

※キャンペーン金利には
適用条件があります
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＊イラスト・コメントを掲載させていただいた方には、
　ＪＡ商品券をプレゼントいたします。

今月のテーマ

節分

　

ひ
び
き
の
通
信
で
は
、
季
節
ご
と
に

テ
ー
マ
を
考
え
て
、
皆
様
か
ら
の
イ
ラ
ス

ト
や
写
真
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ま
た
広
報
誌
や
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご

意
見
・
ご
感
想
や
、
テ
ー
マ
以
外
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
つ
き
ま
し
て
も
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

イ
ラ
ス
ト
や
ご
意
見
等
に
つ
き
ま
し
て

は
ク
イ
ズ
解
答
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

イ
ラ
ス
ト
は
原
則
こ
ち
ら
で
お
預
か
り

し
、
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
返
却
希

望
の
方
は
そ
の
旨
お
書
き
く
だ
さ
い
。

＊
フ
ル
カ
ラ
ー
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す

の
で
、
き
れ
い
に
描
け
た
イ
ラ
ス
ト

は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
は
な
く
原
本
を
お
送
り

く
だ
さ
い
。

「桜」
　４月といえば桜。お花
見や桜を題したイベント
も各地で開催されますね。
そんな桜をテーマにした
イラストや思い出など皆
様からのたくさんの投稿
をお待ちしております。

●４月号のテーマ●

はながらさん
編 節分を目いっぱい楽しんでいるのがわかりますね。こ
れだけ賑やかに過ごせば福が来てくれることでしょう。

★
節
分
で
豆
ま
き
を
す
る
と
邪
気
を
払
い

春
の
訪
れ
を
楽
し
み
に
待
て
る
心
地
に
な

り
ま
す
。
豆
を
ま
き
家
内
安
全
を
願
い
福

茶
と
共
に
年
の
数
の
豆
を
つ
ま
む
、
我
が

家
の
節
分
の
過
ご
し
方
で
す
。

�

フ
ェ
ア
リ
ー
さ
ん

　

 
子
ど
も
頃
は
意
識
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
節
分
の
豆
ま
き
に
は
新
し
い
年
を
家

族
で
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
と
の
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
切
に
し
た
い

行
事
で
す
ね
。

編

★
70
年
以
上
も
前
の
事
で
す
。
幼
な
か
っ

た
妹
が
神
棚
に
上
が
っ
て
い
た
豆
、
一
升

枡
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
の
を
３
分
の
一
位
、

食
べ
て
し
ま
い
、
苦
し
く
な
っ
て
お
医
者

さ
ん
に
来
て
も
ら
い
、
リ
ン
ゲ
ル
注
射
を

打
っ
て
家
中
が
大
騒
ぎ
し
た
事
を
思
い
出

し
ま
す
。
リ
ン
ゲ
ル
の
容
器
２
本
を
高
々

と
か
か
げ
て
い
る
医
師
の
姿
と
両
足
に
太

く
て
長
い
注
射
針
が
さ
さ
り
、
注
射
液
で

太
も
も
が
大
き
く
ふ
く
ら
ん
で
し
ま
っ
た

妹
の
姿
が
70
年
た
っ
た
今
も
目
に
浮
か
び

ま
す
。
そ
の
妹
も
今
は
後
期
高
齢
者
に

な
っ
て
元
気
で
す
。
大
騒
ぎ
の
節
分
で
し

た
。�

や
ぎ
さ
ん
さ
ん

　

 

何
で
も
食
べ
て
し
ま
う
の
は
子
ど
も
あ

る
あ
る
で
す
ね
。
大
事
に
至
る
こ
と
が
な

く
て
何
よ
り
で
す
。

や
ぎ
さ
ん
さ
ん
も
妹
さ
ん
も
新
し
い
年
を

元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

編

　

 

鬼
を
払
う
は
ず
が
い
つ
の
間
に
か
豆

ま
き
合
戦
に
!!
鬼
さ
ん
が
や
さ
し
く
見

守
っ
て
い
る
の
も
良
い
で
す
ね
。

編

メルさん

　

 

お
誕
生
日
が
節
分
の
日
と
は
、
う
れ

し
い
よ
う
な
も
っ
た
い
な
い
よ
う
な
。
で

も
ひ
と
に
覚
え
て
も
ら
い
や
す
い
の
は

ラ
ッ
キ
ー
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

編

のりちゃんさん

　

 

昔
は
出
来
な
か
っ
た
こ
と
が
い
つ
の

間
に
か
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
り
、

子
ど
も
の
成
長
を
見
ら
れ
る
の
も
毎
年
の

行
事
の
良
い
と
こ
ろ
か
も
し
れ
せ
ん
ね
。

編

鬼ママさん

　

 

小
学
生
の
悠
誠
さ
ん
か
ら
の
お
便
り

で
す
。
イ
ラ
ス
ト
の
よ
う
な
楽
し
い
豆
ま

き
が
出
来
た
で
し
ょ
う
か
？

編

松田悠誠さん
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出題：ニコリ

応募締切：３月14日㈮必着

二重枠に入った文字を、Ａ→Ｆの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？

☆ヒント☆
オホーツク海の冬の風物詩

タ テ の カ ギ

❶２月14日に職場などで配る人もいます
❷リンゴの品種。青森県北東部に同じ名前の市が
あります
❸天気が崩れて――が強まった
❹寒い日にはこりやすくなる人も
❺節分にイワシの頭を刺して飾ります
❼紅茶の茶葉とお湯を入れます
❿熱心に後輩を指導する、――のよい先輩
⓬看護師――ともいうナースステーション
⓭和歌山県には奈良県と三重県に囲まれた――が
あります
⓯不利の反対語
⓱古代インド発祥のエクササイズ
⓲じゅうたんを敷く所

ヨ コ の カ ギ

❶教育・勤労・納税は国民の三大――です
❸気仙沼の名物、サメの加工品
❻さいころや角砂糖はこの形
❽封書を数えるときに使う言葉
❾キラキラ光る――入りのセーター
⓫風を受けて水上を進みます
⓭地銀よりも規模が大きめ
⓮といで炊きます
⓯水で洗い物をするとかじかむことも
⓰多くが九州で作られている酒
⓳こ、これぐらい平気だい！
⓴チョキがはさみならパーは

10
月
号
当
選
者

10
月
号
の
答
え

１
月
号
当
選
者

１
月
号
の
答
え

スポーツノヒ
A B C D E F

ゲイシユン
A B C D E

伊
藤
和
江

か
っ
ち
ゃ
ん

サ
ン
フ
ラ
ワ
ー

塚
本
一
郎

ヒ
デ
ジ
ー

ト
ラ
さ
ん

ち
ゅ
う
り
ん

ア
キ
ち
ゃ
ん

ポ

ン

ブ
ー
さ
ん

（
本
庄
市
）

（
本
庄
市
）

（
上
里
町
）

（
上
里
町
）

（
美
里
町
）

（
美
里
町
）

（
本
庄
市
児
玉
町
）

（
本
庄
市
児
玉
町
）

（
神
川
町
）

（
神
川
町
）

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

受

験

生

金
井
由
美
子

板
垣
こ
の
ん

小
林　

武

ひ

で

爺

田
端
松
雄

ヤ
ッ
ク
ン

こ
ん
ぺ
い
と
う
ブ
ル
ー

の
り
ば
あ
ち
ゃ
ん

小
林　

香

（
本
庄
市
）

（
本
庄
市
）

（
上
里
町
）

（
上
里
町
）

（
美
里
町
）

（
美
里
町
）

（
本
庄
市
児
玉
町
）

（
本
庄
市
児
玉
町
）

（
神
川
町
）

（
神
川
町
）

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

応
　
募
　
方
　
法

　
解
答
用
紙
に
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
の
答
え･

住
所･

氏
名
等
ご
記

入
の
上
、
最
寄
り
の
支
店
へ
お
届

け
く
だ
さ
い
。
下
記
住
所
へ
の
郵

送
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

４
月
号
誌
面
に
て
当
選
者
を
発
表

い
た
し
ま
す
。

　
抽
選
で
10
名
様
に
Ｊ
Ａ
商
品
券

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。
ご

応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

本
庄
市
早
稲
田
の
杜
１
―
14
―
１　

　
Ｊ
Ａ
埼
玉
ひ
び
き
の

　
　
　
　
　
　
企
画
総
務
課  

ま
で

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

　
　
　
　

０
４
９
５
―
23
―
１
７
１
８

⃝

締
め
切
り
は
、３
月
14
日
㈮
で
す
。

【
個
人
情
報
の
取
扱
い
】

　
皆
様
か
ら
の
応
募
等
に
よ
る
個
人
情

報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
部
本
誌
へ
の

掲
載
と
商
品
券
発
送
以
外
の
目
的
に
は

使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

公式ホームページからの解答も受付いたしま
す。お問い合わせフォームから「お問い合わ
せ内容」欄にクロスワードパズルの答え（匿
名希望の場合はペンネームも）を入力し、送
信してください。住所・電話番号は、必ず入
力してください。お送りいただいた解答に個
別の返信はいたしません。
当選者については、誌面にて発表いたします。
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一般葬プラン

相続サポートサービス実施 JAならではの親身なサポートを充実

家族葬プラン

火葬式プラン

●アグリホール児玉  Tel.0495-72-8777
●アグリホール上里  Tel.0495-35-3152

なんでもお気軽にご相談ください。【相談無料】

アグリ会員募集中！！［入会金1,000円］

JAアグリホールは皆さまの暮らしのすぐ近くにあります。
JAアグリホールの安心葬儀
0120-83-6701

告

理
事
会
報
告

協
議
事
項

⑴
中
期
３
ヵ
年
計
画
の
総
括
（
案
）
に
つ
い
て

⑵
役
員
旅
行
（
案
）
に
つ
い
て

⑶
当
組
合
理
事
か
ら
の
借
入
申
込（
案
）に
つ
い
て

⑷
既
存
賃
貸
住
宅
貸
出
案
件
の
条
件
変
更
（
案
）

に
つ
い
て
①
・
②

⑸
組
合
員
出
資
口
数
の
減
少
に
つ
い
て

報
告
事
項

⑴
組
合
員
の
加
入
及
び
脱
退
の
状
況
に
つ
い
て

⑵
各
地
区
ふ
れ
あ
い
委
員
会
で
の
意
見
要
望
に
つ

い
て

⑶
上
里
北
部
倉
庫
の
状
況
に
つ
い
て

⑷
結
う
Ｙ
ｏ
ｕ
ツ
ア
ー
の
開
催
報
告
に
つ
い
て

⑸
ワ
ン
マ
ン
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
報
告
に
つ

い
て

⑹
職
員
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
調
査
結
果
に
つ
い
て

⑺
令
和
６
年
度
12
月
相
談
・
苦
情
定
期
報
告
に
つ

い
て

⑻
令
和
６
年
度
第
３
四
半
期
余
裕
金
運
用
状
況
お

よ
び
令
和
６
年
度
第
４
四
半
期
余
裕
金
運
用
計

画
に
つ
い
て

⑼
余
裕
金
運
用
状
況
に
つ
い
て

⑽
㈱
Ｊ
Ａ
ひ
び
き
の
フ
ァ
ー
ム
令
和
６
年
度
12
月

末
事
業
実
績
に
つ
い
て

⑾
令
和
６
年
度
12
月
末
事
業
実
績
等
に
つ
い
て

⑿
そ
の
他

　
令
和
６
年
度　
第
11
回
定
例
理
事
会
の
開
催
に

つ
い
て

　
日　
時
：
令
和
７
年
２
月
27
日
㈭

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分

　
場　
所
：
本
店　
２
階
役
員
会
議
室

告

理
事
会
報
告

1,641億4,530万円
233億9,194万円

2,682億0,812万円
45億4,347万円
33憶1,288万円
204億5,449万円

貯 金 残 高
貸 出 金 残 高
長期共済保有高
販売品取扱高
購買品取扱高
出 資 金 残 高

　 事業の概要
令和６年12月31現在

令
和
７
年
１
月
28
日
㈫
開
催

令
和
６
年
12
月
24
日
㈫
開
催

協
議
事
項

⑴
第
28
回
総
代
会
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
案
）

に
つ
い
て

⑵
信
用
事
業
方
法
書
の
一
部
変
更（
案
）に
つ
い
て

⑶
組
合
員
出
資
口
数
の
減
少
に
つ
い
て

報
告
事
項

⑴
組
合
員
の
加
入
及
び
脱
退
の
状
況
に
つ
い
て

⑵
ふ
れ
あ
い
委
員
会
の
開
催
報
告
に
つ
い
て

⑶
令
和
６
年
度
11
月
相
談
・
苦
情
定
期
報
告
に

つ
い
て

⑷
余
裕
金
運
用
状
況
に
つ
い
て

⑸
冬
季
賞
与
の
支
給
に
つ
い
て

⑹
令
和
６
年
度
11
月
末
事
業
実
績
等
に
つ
い
て

⑺
そ
の
他

　
令
和
６
年
度　
第
10
回
定
例
理
事
会
の
開
催
に

つ
い
て

　
日　
時
：
令
和
７
年
１
月
28
日
㈫
～
29
日
㈬

　
場　
所
：
群
馬
県　
伊
香
保
温
泉

　
　
　
　
　
「
ホ
テ
ル
松
本
楼
」
会
議
室

３月10日㈪・４月14日㈪
午後1時30分から



発
行

人
：

代
表

理
事

組
合

長
 五

十
嵐

雅
樹

編
　

集
：

企
画

総
務

課
〒

367−
0030　

埼
玉

県
本

庄
市

早
稲

田
の

杜
1-14-1

TEL 0495（
24）7711   FAX 0495（

23）1718
発

行
所

埼
玉

ひ
び

き
の

農
業

協
同

組
合

腸からキレイをつくる腸からキレイをつくる
JA埼玉ひびきのから発信・大人の食農教育 まなVIVA!

令和7年3月1日土土
日　時

場　所

埼玉ひびきの農業協同組合 企画総務課
TEL：0495-24-7711　

お問い
合わせ先

親子での参加OK

★服装について…動きやすい格好でお越しください

その他

お一人様 500円
※参加日当日受付にて現金払いをしていただきます
※参加費をいただいた方に特典をプレゼントします

申込期間 / 2月21日（金）まで
右記二次元コードより
お申し込みください。
※申込期間内であっても定員に達し
　次第、締め切らせていただきます。

お申込

主催：埼玉ひびきの農業協同組合
共催：（一社）家の光協会、JA全中

後援：JA全農、JA共済連、農林中央金庫、JA全厚連、
　　　㈱農協観光、JA全国女性協

参加費

❶椅子に座ったままできる
　ヨガ教室（60分）
　講師：秀子・セティ氏

❷地元野菜を使った
　腸活レシピの料理
　デモンストレーション（60分）
　講師：きじまりゅうた氏

❸はじめてのハーブ教室（20分）

●いちご（1パック）
●塩こうじパウダー（1袋）
●ハーブ（1鉢）
●ヨガテキスト

開場13：00 / 開会13：30 / 終了16：30

～椅子ヨガ　　腸活レシピで輝く私時間～

ヨガ講師 秀子・セティ氏

1979年日本でヨガを学
び、後にインドで学ぶ。
1987年結婚後、ラクシ
ミィサンガ ヨガ教室を設
立、誰でもできるヨガを目
標に今に至る。
過去３度にわたり、世界１

周クルーズ客船「飛鳥」「ぱしふぃっくびいな
す」に乗船し、船上でのヨガレッスンを行う。
近年は、企業の生活習慣病予防研修のレギュ
ラー講師など生活の中で活かせるヨガを指導
している。

料理講師 きじまりゅうた氏

1981年 東京生まれ。
祖母は料理研究家の村上昭
子、母は同じく料理研究家の
杵島直美という家庭に育ち、
幼い頃から料理に自然と親し
むようになる。
若い男性のリアルな視点から
考えた「同世代にもムリのない

料理」の作り方を提案している。
オリジナルレシピなどを紹介する公式YouTube

「きじまごはん」 https://www.youtube.com/
@kijimagohanも公開中。
現在はテレビや雑誌を中心に活動している。

イベント内容

参加特典

定員
100名
（先着順）

GS

ベイシアゲート
本庄早稲田

至本庄駅

蔦屋書店

東西通り線

中
央
通
り
線

本庄早稲田駅

MAP

埼玉ひびきの農業協同組合 本店
ひびきのホール
埼玉県本庄市早稲田の杜1-14-1
※駐車場には限りがあります

※9歳以上であれば参加可能ですが、9歳未満の方はヨガ
に参加することが難しいため、会場内の待機場所(後
方)でお待ちいただく形になります

試食
できます！

※プログラムや時間は変更になる場合があります

令
和

７
年

２
月

　

風
が
強
く
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
日

照
時
間
も
長
く
な
っ
て
き
て
、
暖
か
い

春
ま
で
も
う
少
し
の
辛
抱
か
な
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

年
末
年
始
に
は
各
地
で
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
猛
威
を
振
る
い
ま
し
た
。
２
月

の
暦
に
あ
た
る
立
春
は
春
の
気
配
が
立

ち
始
め
る
一
方
で
冬
も
極
ま
る
季
節
だ

そ
う
で
す
。
乾
燥
し
た
天
気
に
加
え
て

寒
暖
差
が
一
層
激
し
く
な
る
季
節
な
の

で
体
調
管
理
に
は
気
を
付
け
た
い
で
す
。

　

１
月
に
は
地
域
の
皆
様
を
対
象
と
し

た
「
ひ
び
き
の
結
う
Ｙ
ｏ
ｕ
ツ
ア
ー
」

に
、
Ｊ
Ａ
で
初
開
催
と
な
っ
た
ア
グ
リ

パ
ー
ク
上
里
直
売
所
で
の
「
新
春
マ
グ

ロ
解
体
シ
ョ
ー
」、
こ
だ
ま
館
直
売
所

で
の
「
新
春
も
ち
つ
き
大
会
」、
ま
た

広
報
誌
に
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
あ
お
ぞ
ら
館
直
売
所
で
「
い
ち
ご

祭
り
」
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
新
年
の
始

ま
り
か
ら
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
催

さ
れ
ま
し
た
。「
い
ち
ご
祭
り
」
に
つ

き
ま
し
て
は
２
月
、
３
月
に
も
開
催
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
立
ち

寄
り
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
も
Ｊ
Ａ
で
の
イ
ベ
ン

ト
・
取
り
組
み
を
皆
様
に
お
伝
え
し
て

い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

�

（
か
ん
た
ろ
う
）


